
 

 

 

 

 

 

平成２７年１１月１３日 

各 位 

会 社 名 児玉化学工業株式会社 

代表者名 代表取締役社長 豊島 哲郎 
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平成２８年３月期第２四半期累計期間における業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成２７年５月１４日に公表いたしました平成２８年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績

値との差異及び通期業績予想の修正につきましてお知らせいたします。 

 

 

１． 平成28年３月期 連結業績予想と実績値との差異及び業績予想の修正 

① 第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異(平成27年4月1日～平成27年9月30日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

11,500 

百万円 

150 

百万円 

100 

百万円 

50 

円 銭 

1.67 

今回実績値（Ｂ） 11,208 △89 △366 △431 △14.49 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △292 △239 △466 △481  

増 減 率（ ％ ） △2.5 － － －  

(参考)前期第2四半期実績 

（平成27年3月期第2四半期） 
11,495 19 △66 △200 △6.70 

 

② 通期連結業績予想値の修正(平成27年4月1日～平成28年3月31日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

25,000 

百万円 

500 

百万円 

300 

百万円 

200 

円 銭 

6.69 

今回修正予想（Ｂ） 24,500 200 50 10 1.67 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 △300 △250 △190  

増 減 率（ ％ ） △2.0 △60.0 △83.3 △95.0  

(参考)前期実績 

（平成27年3月期） 
23,697 △161 △390 △428 △14.34 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

２． 平成28年３月期 個別業績予想値と実績値との差異 

第2四半期累計期間個別業績予想と実績値との差異(平成27年4月1日～平成27年9月30日) 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,500 

百万円 

20 

百万円 

15 

円 銭 

0.50 

今回実績値（Ｂ） 5,647 △99 △115 △3.89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 147 △119 △130  

増 減 率（ ％ ） 2.7 － －  

 

個別業績予想値の修正(平成27年4月1日～平成28年3月31日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

12,000 

百万円 

100 

百万円 

70 

円 銭 

2.34 

今回修正予想（Ｂ） 12,000 20 0 0.00 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 △80 △70  

増 減 率（ ％ ） 0.0 △80.0 △100.0  

 

 

３．修正の理由 

当第２四半期累計期間は、国内に於いては前年の増税前駆け込み需要の反動からの持ち直しが見られました

が、海外ではアセアン地域においては、当初見込みより需要の低迷が大幅に長引いております。また、需要低

迷に加えて、タイでは大型の新機種の立ち上げ準備費用を計上しており、インドネシアではドル借入金に対す

る為替の評価損を計上したことにより、前回業績予想値を下回る結果となりました。 

 

 通期につきましては、下期において、タイの自動車部品子会社で大型の新機種の量産効果と、また、インド

ネシアの自動車部品子会社では大型の新機種の立ち上げを予定しており、これを踏まえて、連結・個別とも、

前回予想を修正致します。 

 

 

※本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


